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第１回三田市立上野台中学校及び八景中学校再編地域協議会 会議録 

 

日 時 令和元年１２月１９日（木） １９時３０分 ～ ２１時２０分 

開 催 場 所 まちづくり協働センター６階 多目的室 

出 席 委 員 永井 委員 竹田 委員 岡村 委員 大原 委員 小西 委員 

大前 委員 住 委員 増田 委員 西上 委員 坪之内 委員 

前川 委員 

(代理 岡田) 
今西 委員 森本 委員 渡邊 委員 眞造 委員 

和田 委員 塚本 委員 西村 委員 下中 委員 髙橋 委員 

三谷 委員 植村 委員 山口 委員 古賀 委員 籾井 委員 

小田 委員 藤原 委員 宮本 委員 菅野 委員 古田 委員 

阪口 委員 山添 委員 外岡 委員   

     
 

欠 席 委 員 中尾 委員 池上 委員 大久保 委員   
 

事務局出席者 （教育長）鹿嶽 昌功 

（学校教育部長）岡崎 正文 

（教育総務課長）浅野 晋司、（参事）上野 樹、（主事）松田 成行 

（学校教育課長）山本 直也 

 

議 題 １．開 会   

２．委員紹介      

３．本会の運営等について 

・これまでの経緯、現状 

 ・地域協議会の概要（目的、協議内容、委員の役割など） 

 ・その他 

４． 会長、副会長の選任 

５． 次回予定 

６． 閉 会 

傍 聴 人 １２名 

結 論 ・会議については、原則公開を決定。 

・各委員の意見に基づき、次回に向け資料を整備する。 

・会長、副会長の選任には至らなかった。 

・次回の開催日程は、改めてお知らせする。 

（次第に次回予定として１月２８日と記載しているが、削除） 
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会議の概要 
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１．開 会 

当協議会を三田市情報公開条例の規定に基づき、原則として公開することを決

定。 

－鹿嶽教育長 挨拶－ 

 

２．委員紹介 

 協議会は計３６名で構成（保護者代表、地域代表、対象中学校の校長、市職員）

現在、計３３名の出席を報告。 

 －事務局より委員名簿に基づき紹介－ 

 

３．本会の運営等について（経過、現状説明等） 

－資料に基づきこれまでの経過、現状等について事務局より説明－ 

  

 三田市立学校再編計画【第１次計画】説明会資料（スライド番号６）に、小学校

は１２～１８学級、中学校は９～１８学級と記載してあるが、その根拠は何か。 

また、１クラス何人が理想とされているのか。また、免許外指導（スライド７）

の説明があるが、正規の教職員がどの程度いらっしゃるのかも教えてほしい。 

 

適正規模（小学校１２～１８学級、中学校９～１８学級）については、さまざま

な内容を総合的に含めて、各学年で小学校は２～３学級、中学校は３～６学級程度

が三田市として良いのではないかということで、お示ししたものである。 

中学校のクラスの人数については、現在、１学級４０人となっており、生徒が４

１人になれば、２クラスになる。 

免許外指導については、生徒の数（クラス数）によって教員の数が決まる。学校

規模、生徒数が少なければ、教員の配置が少ないということになる。４クラス、５

クラスということになれば、教員の数が８人、９人ということになり、非常に少な

い配置となる。中学校の場合は、９教科、ただし、技術と家庭科が分かれているの

で、１０科目の免許が必要である。教員の配置が少ない場合、教科によって、いわ

ゆる専門の教師の数が配置できないということになり、今までのキャリアを活かし

て、免許を持っていない教科について、登録をした上で臨時的に指導する（いわゆ

る免許外指導）ということになっている。そのため免許外の指導は、学校規模の小

さな学校において発生するということになる。 

 

再編説明会資料の中で、自治会等での説明会の際（現在ここには記載されていな

いが）、「希望があれば、小学校の再編についても」という記載があった。なぜ消さ

れたのか。 

 

市で小学校、中学校を含めて学校再編の基本方針を定め、その中で、まずは中学

校の再編からということで、お示ししている。様々なご意見をいただたく中で、ま
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ずは、中学校の再編を行うことによって、次の小学校を考えていきたいということ

であり、小学校については、今回の中学校再編の後に、皆さまと協議を行ってまい

りたいと考えている。 

 

この後に、小学校の再編が控えているということで考えておけばよいか。 

 

小学校の現状としては、複式学級がどんどん増えてきているという状況である。

決して、複式学級が悪いと思っているわけではないが、学校規模に伴って子どもた

ちの学びの環境をどうするのかということは、やはり小学校についても、これから

考えていかなければいけない。 

小学校については、本当に地域の皆さんに支えていただきながら学校運営もされ

ているということもあり、そういった部分を勘案しながら、中学校の後に考えてい

かなければいけないと思っている。 

 

３．本会の運営等について（地域協議会の概要について） 

－資料に基づき、地域協議会の概要について事務局より説明－ 

 

協議期間は原則２年間を限度として、結論が出た場合には、それに限らないとい

う説明があった。ここは、結論が出せる協議会なのか。結論というのは、どういう

意味の結論なのか。結論という意味は「一緒にする」、「学校をここに置く」、「いつ

からやる」というような結論がこの協議会で出せるのか。 

 

再編について「是か非か」という一定の結論はお願いしたいと思う。そこから更

に細かい内容を協議したいと考えている。 

 

共通の考え方をもって協議会は進んでいくべきだと思っているので、こういう質

問をしている。一定の結論とおっしゃったが、「一定の」というのは、何をもって

「一定」なのか。どこが「一定」なのか。 

 

この協議会の中で、さまざまなご意見を頂戴して、その中である程度の合意とい

うものも大切ではないかと考えている。すべての意見がまとまるということではな

く、いろんな方向性の中から、一定の方向性を示していただくということである。 

 

なぜ統廃合をして、わざわざこの２校を１校にしないといけないのか。これが１

つ素朴な疑問である。国の施策もいろいろあると思うが、無理があるのではないか。 

現在、八景中学校は約５００名の生徒がいる。ここへ上野台中学校の生徒約１０

０名が来ると６００名程度となる。今後、三輪周辺はマンションが乱立する。最近

でもＣブロックの計画があり、ここにもマンションが建設される。当然、学校区は

八景中学校区である。どれぐらいの増加になるかは分からないが、１００名程度の

増加としても、将来的には７００名程度の生徒数となる。７００名のマンモス校で
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いかに１人１人の子どもの教育をちゃんとできるかというと、少し疑問である。 

八景中学校で約５００名、上野台中学校で約１００名であれば、十分な教育がで

きると思うが、７００名となると１人１人の手厚い教育ができないと思う。 

２点目は、地域協議会の委員構成である。各ＰＴＡから２名、地域から２名とい

うことで選出されているが、実際には保護者、生徒の意見が一番大事ではないかと

思う。我々のように定年後、長く経って、区長をしているが、あまり、日ごろ中学

校には接していない者が、こういったことを決めて良いのかどうか。もっと深く掘

り下げて、地域協議会の委員を選定しなければいけないのではないかと思う。 

 

まず、なぜ２校を１校にするのかというご質問であるが、上野台中学校の生徒数

が減少してきている。各学年１クラスになっていく中で、やはり中学校としていろ

んな課題が出てきているという状況である。 

先ほど、パワーポイント資料でも説明させていただいたが、クラス替えができな

いことや、部活の数も非常に少なくなっているような状況、また、学校行事の活性

化というようなことで、人数が減ってくることによって、他と同じような活動がで

きにくいという状況がある。このような状況の中で、子どもたちには同じように部

活を選ぶ権利、同じような教育環境、人数の中で勉強していくということが非常に

大事だと思う。 

八景中学校と上野台中学校は歴史的にも関係が深い学校ということで、両校の再

編について、教育委員会として案を作ったしだいである。 

地域協議会の委員構成については、学校と地域という関係も深いということもあ

る。もちろん、保護者の皆さん、生徒の皆さんは、学校と関わりも深い。地域、保

護者、生徒の皆さまの意見をいろんな形で吸い上げながら協議をしていきたい。 

ここにいらっしゃる委員の皆さまの個人的な意見だけで決定していくわけでは

ない。先ほど、アンケートや説明会の話もさせていただいたが、この地域協議とと

もに、そういったことも含めてさせていただく中で、上野台中学校区、八景中学校

区の皆さまがどのような考え方をしておられるのかといったところも併せてお示

しし、この協議会の中で、「再編をするのか、しないのか」といったところを決定

していただければと思う。よろしくお願いしたい。 

 

上野台中学校の生徒数が減るということであるが、将来的には複式学級という考

え方はないのか。地域協議会の委員の選出についてお答えいただいたが、多くの方

の多くの意見を聞くということが必要だと思う。アンケートなどは、こちらから一

方的に「これはどう思いますか。」と聞くだけなので、意見とはならないと思う。 

再編についてこと細かく、特に、子どもの意見、保護者の意見を中心に、十二分

な論議を尽くしていただきたいと希望する。 

 

中学校で複式学級は課題が大きいと考えている。教育委員会としては、そういう

状況ならないように、まず、考えていかなければならないと思っている。 

皆さんとこれからご協議する中で、説明会もそうであるが、いろいろな意見を聞
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く場を設け、さまざまな意見を吸い上げていけるようにしていきたいと思っている

ので、よろしくお願いしたい。 

 

八景中学校は今の状態で、すでに適正規模である。先ほども話があったが、八景

中校区に更に新しいマンションが増えようとしている状態である。それを考える

と、上野台中学校と一緒にしなくても、今の八景中学校だけで適正規模を超える可

能性がある。校区内の人口推移をある程度予測して、学校の配置や新設を考えない

といけない。 

上野台中学校区の人口推移と、八景中学校区内の人口推移を三田市として、どの

ように見込んでいるのか。それを全く無視して、学校の生徒数とか、クラス数とい

うことだけで、くっつけて良いとか悪いとかの話をしているのは、まったくナンセ

ンスである。そのベースとなる人口推移、もっと言えば、三田市の都市計画と統合

計画はどうリンクしているのか。今日、今すぐということではないが、この協議会

の中で、その辺のことを是非説明願いたい。 

 

今後、そういったことも示しながら、協議を進めていければと思う。 

 

地域協議会の委員の役割として、皆さんの意見を集約ということなので、保護者

の皆さまにアンケートをとってきている。準備をしてきている。先ほどの説明を聞

く中で、「上野台の子どもたちがかわいそうだから」というように聞こえたが、本

当にそうなのかと思う。意見の中に「他の案はないのか」ということが圧倒的に多

い。この案を「是か非か」、「今回のこの案しかない」と言われると、間違いなく「非」

である。学校を２つ作るという案がどうして出てこないのか。その案はなぜ棄却さ

れたのか。その説明がまずあった方が良いのではないかと思う。それがないと先に

進まないし、この先議論しても意味がない。この出された案に至った背景、どうい

うオプションがあって、どういうメリット、デメリットがあって、都市計画とどう

リンクして、そういった全体的な説明を、アンケートを取ったので、絶対に聞いて

来いということで、それを使命としてここへ来ている。そこは丁寧にお願いしたい。 

 

当然のご質問だと思う。我々は、特に上野台中学校の生徒数が減少し、課題が大

きくなる中でどうするかということを、一定の皆さんで議論していただく「たたき」

として計画案を出さないといけないであろうということで、今回、上野台中学校と

八景中学校の再編案を出させていただいた。地域の説明会等でも「他の案が無いの

か。」という意見も当然あった。 

この協議会の中で様々な意見をいただいて、「他の案で進む」ということもあろ

うと思っている。「非」となった場合には、そのまま放っておけないので、どのよ

うな案を考えるのかについて、この場で皆さんに議論していただきたいと思う。 

これでしかない、ゼロか百かというようには、全く考えていない。一旦、行政と

して「たたき」の案は出させていただいたが、それを基に、さまざまなケースも想

定しながら、今後のＣブロックの人口増といった部分も含めて、市として持ってい
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る人口推計もお示しさせていただきながら、この協議会の中で議論していただきた

いと思っている。 

皆さん以外の保護者や地域の皆さまの意見も出来るだけ、教育委員会で吸い上げ

ながら、そのご意見もこの場でご提示しながら、皆さんともに協議いただきたい。

ゼロか百かとは思っていない。さまざまなご議論をいただきながら、良い方向にも

っていきたいと思っている。 

 

事前の説明では、この協議会がこの案について「是か非かを問う場」だと聞いた

が、今の話を聞くとそうではないということか。 

 

 「是」となった場合、我々もそれに向けた具体的な取り組みを進めていかなけれ

ばいけないが、様々な課題もあると思う。「用地が本当に取得できるのか。」という

ようなこともある。 

 「非」となった場合には、放っておくわけにはいかないので、別の案も考えてい

かなければならないし、皆さんのお考え等も聞かせていただきたい。そういったこ

とを含めて、協議はしていっていただきたいと思っている。 

 

 中学校を２つという案はおのずと出てくる案だと思う。行政の中では考えておら

れると思うが、その検討の経緯を教えてもらえれば、二度手間にはならない。また、

僕らがその案を出してゼロから協議を始めるのはとても非効率だと思う。次回でも

良いので、それはなぜだめで、こっちの案が出てきたのかについて説明をして欲し

い。それを説明いただいた方が、二度手間がなくなると思う。 

 

 様々な案がある。上野台中学校の今の校区内の小学校推計を見ていると、なかな

か規模は確保できない。上野台中学校の校区を変えるという案もあるし、今回の案

のように、新しい学校を作るという案もあるし、今の上野台中学校を別の学校と統

合するといったこともある。さまざまな方向はあろうと思うが、これまでの歴史的

な経緯等を踏まえて考えた中で、複数案ではなくて「たたき」としての１つの案を

上野台と八景中学校の再編ということで、我々として結論づけ、それをご提示させ

ていただいているということである。 

 他の案を否定はしていないし、さまざまな段階もあると思う。新しい学校をつく

るとなると期間的にも、非常に多くの時間を費やすことになる。その間の代替案で

あったり、そういった部分も検討していかなければならないと思っている。 

 一つの案に固執するつもりはないが、まずは皆さんでご協議いただきたいと思

う。 

 

 今後、今おっしゃったようなオプションが良いということになれば、行政として

検討した結果を出していただけるということでよいか。そしたら、二度手間がなく

なると思う。 
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 先ほど、三輪小学校区に新しくマンションが建って、人口が増えるという話を今

聞いた。八景中学校が適正規模を維持できる見込みの中で、なぜ、上野台中学校が

そこに行かなければならないのか。八景中学校と統合するのが嫌と言っているわけ

ではないが、例えば、藍中学校、長坂中学校と上野台中学校の統合は考えられない

のか。複数案の１つとして出なかったのか。各地域を回っていただく中で、「どれ

が一番折り合いつくか」と考えたら、今日、これだけの人が集まっている時間を無

駄にすることはなかったのではないか。 

 次に、代替案を持ってきてもらって、「この上野台と八景の話が、”おじゃん”に

なりました。」ということになれば、これだけの人を集めた時間はどう考えておら

れるのか。今、初めて方向性の見えない協議会になぜ招集されるのだろうと思った。 

 「この方向かこの方法で折り合いがつきそうだから、上野台中学校区の方と八景

中学校区の方が集まってください。」ということであれば、話は分かるが、折り合

いがつくかどうかもわからない。もし話がなくなれば、また、ゼロから他の案で協

議となると、遠回りになる。 

 説明に来られた時に、早ければ５年後にという話も聞いた。小学校の子どもたち

だけでは、統合の時には関係ない子がほとんどなので、幼稚園にもアンケートを取

らせていただいた。幼稚園は１００％の回答率だった。それだけ関心を持たれてい

るし、自分たちに関係のあるとこだと認識されている。その意見を真摯に受け止め

て、本当に子どもたちのためにということで、検討していただければと思う。委員

として出てきている以上、責任をもって持ち帰らないといけない立場になるので、

よろしくお願いしたい。 

 

 あくまでも、我々が行政案として出させていただいた、上野台中学校と八景中学

校の再編をベースに議論をしていただこうと思っている。その考えは全く変わって

いない。様々なご意見があると思うが、それを排除しようという考えもない。様々

なご意見をいただきながら、より良い方向に進んでいきたい。 

 

 今後、教育長は毎回来ていただけるのか。 

 

 毎回、来ようと思っている。ただ、まちづくり全体のことがあるので、私の意見

ですべてか決まるというわけではないということはご理解いただきたい。 

 

 今後、用地の話が出てくると思う。三田市は昨今、予算がないとか、一律カット

という実情の中で、本当に用地を買収して建てるということができるのか。そのか

じ取り、先導役は市長だと思う。 

 上野台、八景中学校の再編ことになれば、子どもたちのことに直接かかわってく

る。三田市の将来を担っていく子どもたちである。そのかじ取りをしようとしてい

る委員３６名である。少なくとも今日は市長に来てほしかった。市長の顔を見て話

がしたかったと思う。オブザーバーとして、話を聞いていただくということがあっ

ても良かったのではないかと思う。 
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委員 

 

 市長部局から出席の委員は、これから始まるこの協議会の意見をきっちり市長に

伝える役割を持っているのか。逆に言えば市長の名代としてここへ来られているの

か。 

 協議内容として「再編の是非」ということであるが、場所がどこかにより、是、

非が異なる場合がある。再編の是非を決めるのは、最後ではないかと思う。まず、

場所ありきではないか。それにより通学のスタイルも変わってくる。保護者の思い

も変わってくると思う。 

 ３６名の委員の時間が無駄にならないように、決められる資料をきっちり用意し

ていただきたい。八景中学校区内に新しい学校が出来るのであれば、八景中学校区

内の３つでも、４つでも構わないので、場所を示していただきたい。それに基づい

て、是か非かを３６名で調整して、各地域、ＰＴＡに戻り、保護者、地元に説明し

理解を求めていくのであれば出来ると思うが、今の状態では決められない。 

 

 資料については、整えさせていただきたい。決して、皆さま方の貴重な時間を無

駄にしようとは思っていない。 

 「市長の出席を」との話があったが、学校再編については、我々、教育委員会が

責任を持ってやっていくものであるので、また、折を見てということにさせていた

だきたいと思う。 

 市長部局から出席の委員は、都市計画やバス等を所管しているということで、参

画させていただいている。市長部局を代表して出席しているということではない。 

三田市教育委員会は、三田市とは全く別の組織ではない。市長の元にある教育委

員会であるので、市長と十分、毎回、協議を重ねながら進めていきたいと思ってい

る。 

 

 市長が忙しいのであれば、副市長という方もいらっしゃるわけだから、いずれか

の人にきっちりと出ていただいて、ここで出た意見が市に反映されるように、また、

せっかく「是」である「新しい学校を建てます。」と、仮に決まったとしても、「三

田市は予算がありません。」、「規模縮小です。」という、そんな情けない話にならな

いようにだけ、よろしくお願いしたい。 

 

 三田市の財政状況は、皆さんご存知のとおり大変厳しいものがある。将来的な財

政収支の見通しを作っているが、明るいものではない。１つの学校をつくるとすれ

ば、相当な事業費が要る。その年のお金では賄えないので借金をして、その借金を

年々返していくということになり、それぞれの年の財政に非常に影響を与えるとい

うことになる。 

 三田市の計画をすべて含めながら、今回の再編の財源を捻出していかなければな

らない。当然、市長とも十分協議をしながら進めていきたいと思っている。 

 

 よろしくお願いしたい。 
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 今回、この委員に任命されて、校区の方に「何かご意見があれば、話を聞かせて

ほしい。」と招集をかけたが、具体的なことを全く知らされていない中では、意見

は出ない。どこになるのか。安全面も考えないといけない。安易に賛成、反対とい

うのは難しい。具体的な説明があって初めて意見が言える。今後、幼稚園、小学校

の保護者の皆さまにどういう形で説明をされていくのか。例えば、区で意見の集約

をするのか。意見の集約をするためにも、資料を早く出してほしい。 

 市の財政状況が厳しいということは承知しているが、子どもたちにお金をかける

のか、かけないのか、そこだと思う。 

 意見として、「具体的なことがわからないので、意見を求められても、回答のし

ようがない。」、「ただ言えるのは、大人の事情ではなく、子どもたちが中心で、子

どもたちにとってプラスになる統合をするのであれば、それを望む。」という意見

があったので、そこを勘案していただければと思っている。よろしくお願いしたい。 

 

 この話を進めているということについては、当然、市長も考えは同じということ

で進めている。これから市を支えていく、未来をつくっていく子どもたちなので、

その子どもたちの教育環境というところを一番にしながら、今後もご検討いただき

たいと思っている。 

 人口推計等についても、学校は１０年、２０年ではなく、５０年、１００年を見

た中で、人口がどうなるかということを考えていくと、やはり、全体的には人口減

少社会の中で減ってくるという状況があるので、そういう部分も含めて考えてい

る。説明会やアンケート等、いろんな形での意見集約等も、皆さんとご協議しなが

ら、教育委員会としても進めていきたいと考えている。 

 

 慎重に子どもたちのために、将来どうしていくのかを考えていかなければいけな

いと思っている。現在、八景中学校では、人数も十分いて、クラス数も確保できて

いるという状況で、困りごとは多くはないと思う。上野台中学校においては、１人、

２人の生徒数の変化で、クラス数が増えたり、減ったりする。クラス数が減ると教

員の配置も減る。それに伴い、クラブ（部活）が見れない、授業が見れないという

状況が今、既にある。３６名の委員の皆さまの貴重な時間も、すごく大事であるが、

今、通っている生徒のことを考えると、早く良い答えを出せたらと思っている。 

 また、それが議論されている最中の子どもたちも困っている。出来れば、新しい

形を考えていくと同時に、今の生徒のことも合わせて考えていただけたらと思って

いる。 

 上野台中学校の子どもたちは、それが良い環境なのか、もっと良い環境があるの

か、判断できない子どもたちが、今、精いっぱい学校で教育を受けて、仲間づくり

をして、先生たちのおかげで成長させていただいている。 

 ただ、これがもっと良い環境なら、もっともっと可能性が広がる。未来が明るい。

そんな生活を送っていけるのではないかと思う。人生の中で、たった３年間のこと

だが、将来を左右する３年間だと思う。１０年後、２０年後、良い三田であって欲

しいと願うと同時に、今の子どもたちにとっても良い三田であって欲しいと思うの
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で、皆さんよろしくお願いしたい。 

 

３．本会の運営等について（地域協議会の概要について） 

三田市情報公開条例、附属機関等の会議の公開に関する事務取扱要綱に基づき、

会議録は、会議の内容として、主な意見、結論等を記載することとなっているため、

そのように作成していきたい。各グループに分かれての協議等については、結果の

発表を記録するなどの方法により作成していく。 

各委員の自由闊達な意見を妨げることのないよう、各委員の氏名等の記載はしな

いこととし、会長、副会長、委員等と記載する。 

なお、会議録は、原則公開として、市ホームペ－ジ等で公開していくので、この

点についても、ご了承願いたい。 

 

 会議録に記載されるのは、主な意見ということであるが、出来れば、細かい意見

はともかくとして、すべての意見を開示していただけるようにお願いしたい。 

 

 出来るだけ、そのように努めていく。 

 

 大事な意見を言ったのに入ってなかった場合には、入れて欲しいということはで

きるのか。 

 

 会議録については、委員の皆さまに「確認」のため事前に、お配りさせていただ

き、了承を得てから公開をする。 

 

 

４． 会長、副会長の選任 

（三田市立学校再編地域協議会設置要綱第５条で、「協議会に会長１名及び副会長

若干名を置き、委員の互選により定める。」としている。会長の役割として、本協

議会を代表し、会務を統括していただく。協議会全体の進行等をお願いすることと

なる。 

また、副会長の役割として、会長を補佐し、会長に事故ある時は代理を務めてい

ただく。今後、各グループ等に分かれて協議を行う際などには、その進行役等もお

願いしたいと考えている。 

その他、会長、副会長には、会の進め方、進行等について、ご相談させていただ

くこともあるかと思う。 

 この会長、副会長の人数、選出方法について、何かご意見はないか。 

 

 ２人ずつしか出てきてないので、議長（会長）になると、ニュートラルな立場（中

立の立場）で会を進めることになる。２人しか出てきてない代表のうち半分の１人

しか発言できなくなる。例えば、議長（会長）となったところから、もう１人補充

してもらうことはできないか。 
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 委員の皆さま、いかがか。 

 

 その方が良いのではないか。 

 

 皆さんに挙手で賛否を問うたらどうか。 

 

 私は、先ほども言ったように、協議会のメンバーは適正かどうか、疑問に思って

いるので、このまま進行するのは、私としては反対する。従って、会長も、副会長

もない。この協議会が正当なものなのかどうか、もう少し検討していただきたいと

思う。 

 

 そもそも、このメンバーで何かを議決するようなことが起こるのか。このメンバ

ーの構成は、上野台中学校区の方が地域としては広いが、子どもの数、保護者の数

は、八景中学校区の方が多い。このメンバーの中で議決を取って何かを決めるとい

うことが必要になるのであれば、このメンバーの配分はおかしいと思う。 

 

 他の委員の皆さまの意見はいかがか。 

 

 ここで議決できるのか。自分たちが本当にそれにふさわしいのか。自分の子ども

でもない、孫もここにいない。そういう人達が、子どもたちの将来を決めるという

ことが、適正かどうかということを、先ほどからおっしゃっている。 

もう一度、お考えいただいたらどうか。「意見を言うのは自由です。人ごとです

から。」ということになってしまう。やはり、当事者が真剣に考えるのが必要では

ないか。 

 まず、小学校、幼稚園の保護者に、こういった条件をきちっと説明して、意見を

集約して、その上で「どうお考えですか。」というのであればわかるが、それがな

されてないからこそ、前に進みようがない。意見を聞こうと思っても、小学校、幼

稚園の保護者が知らない。そんなことをどうやって決めていくのか。もう一度お考

えいただきたい。 

 

 ずいぶん以前から、このメンバーに出てくれということで、地区の代表、学校の

代表ということで、任されて我々が来ていると思っている。この場で、子どもがい

ない、孫がいない、我々が適任ではないといった意見が出るのは、聞いていて心外

である。 

私も、小学校にも、中学校にも、高校にも子どもはいない。たまたま、今、自治

会長をやっている。地域の問題だと思っている。小学校のことも、いずれ論議しな

ければならない。その前段としての中学校のあり方だと。 

 今、ＰＴＡ会長がおっしゃったように、結論を急がなければいけないということ

もあると思う。「時間を無駄にしないでくれ。」という意見もあった。保護者の方を
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中心にすると、逆に「うちの子、もういなくなる。」という意見もあった。「でも、

放っておけない。」という話もあった。 

 私どもは、その学校がどうなるか、再編されるかどうか、までは見届けられない

かもしれないが、今、地域にいて学校に関わっている人間としては、少なくとも、

ここに出てきている以上は、これから、２年間の議論をより成果のあるものにして

いく責任があるのではないかと思う。 

 やり方等については、今、意見が出ていたのはその通りだと思うし、私自身もど

こまで責任を持った話ができるかはわからない。ただ子どもたちが、八景も上野台

も含めて、今、現に学んでいるわけだから、その子どもたちすべて、そして、その

校区にこれから通う子どもたちを含めて、より良い環境を作ってやるのが、僕らの

仕事ではないかと思う。そういう意味では、これから、出来るだけ建設的な議論が

できるように、教育委員会も条件整備をしていただきたいと思う。 

 

 なかなかすぐに決めていくというのは難しいと肌で感じている。ただ、今日で議

論を終わるわけにはいかない。これからも進めていきたいと思っている。しばらく

の間、我々、教育委員会事務局が、この会を司会者的に進めていくということでど

うか。 

私は、皆さん自身のこととして考えていただいて、皆さんの中から会長、副会長

を出していただいて、その中で議論をと思っていたが、まだ、そのような状態では

ないということであるならば、事務局で司会進行等をさせていただきながら、皆さ

んのご意見を集約して、しばらくの間やっていくということでいかがか。 

 

 今、問題が２つあったと思う。１つは、このメンバーが適正かどうかということ。 

２つは、誰が議長をするかということ。教育長の今の話だと、１つ目はクリアーし

ていない。２つ目は、事務局の方が司会をされると、今日みたいに、協議会メンバ

ーが皆さん（事務局）に質問するという形式になってしまう。それは、ちょっと本

意ではない。 

 めざしている姿として、我々の中で意見を合わすのが目的であれば、せっかくの

ご提案であるが、皆さん（事務局）対地域になってしまわないかという懸念がある。 

 

 そう言っていただくのが、一番だと思う。 

 

 今日ここに来るに至って、再編協議会と書いてある。統合ではない。私の世代は

上野台中学校の第１期卒業生である。みんな地域では再編と思っている。再編だと

出しておいて、実は統合である。こんなのは通らない。もう少し考えてもらいたい。

子どものことをどうこうおっしゃっていたが、生れ落ちたらしょうがない。その中

で生活するしかない。 

 統合すれば、これだけの費用対効果があるということで、何か具体的に話を進め

ていかないと、今日のように、何の結論も出ない。話の進みようもない。 

 新しい校舎を建てると何十億。その金はどこから出るのか。実際に住民税も安く
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ない金を一般の人も払っている。国が「身の丈」と言っている。いろんな意味で「身

の丈」というのは出てくるはずである。ある程度のところで納得していかなければ

ならない。次の時に、具体的なものを出して、この中で取り決めまではしないが、

方向性を出していくことにしないと、このままだと、２回やっても、３回やっても

何もメリットがない。 

 委員の人数の話があったが、人数の問題ではない。先ほど無責任な発言もあった。 

今回の役員を出すにあたって、我々の地域では、「ここ５年、１０年でＰＴＡの

会長をやったような経験のある人が、地域の代表で出てくれ。」ということで、私

は８年前に小学校でＰＴＡの会長をしたので選出された。 

もう少し、責任をもって出てきていただかないと、区長だから出てきたというこ

とでは進まない。 

私が言いたいのは、教育委員会で具体的なことを出して、議事を進めてもらいた

い。会長、副会長は、当分の間は、市の方でお願いしたい。出てくる以上は、責任

を持って出てきていただきたい。ということである。 

 

 先ほど、私が言ったことで、ご意見を頂戴してありがたいと思っている。私が、

なぜそう言ったかというと、私は、この会議をする前に、保護者の方と話をして、

意見を求めたが、全く出てこない状態で、そういう状態でこの話し合いに出された

ということが、私には不本意であるということを申し上げただけで、子どもたちの

ことは考えている。それだけは理解いただきたいと思う。 

 

 今、会長、副会長の選任の話あるが、他の話も出ている。今回は、ペンディング

とし、次回にそういったことを決められるかどうかを議論すればどうか。「誰かや

ってくれるか」と言っても、自分から手を挙げる人はなかなかいないと思う。その

辺のことは、次回に取り決めさせていただくということで、いかがか。 

  

 賛成。 

 

 そうしないと終わらない。そして、もう少し、皆さんがおっしゃった意見やいろ

んな提案が次回の資料として出てきて、それをまた、たたき台として話し合いがで

きる。それを形にしていかないと、進まないと思う。 

 

 委員から提案どおり、会長、副会長の選任については、次回。また、求められて

いる資料についても、次回ということでよいか。 

（－一同了承－） 
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５． 次回予定 

 第２回 開催予定 令和２年１月２８日（火）１９時３０分～ 

 場所 まちづくり協働センター ６階 多目的室  

（発言を撤回し、次回予定は、未定に変更） 

 

 

 次回の資料の確認をしたい。 

 場所がどこになるのか。オプション（複数案）は何があるのか。 

将来の人口推計（八景中学校区と上野台中学校区を分けて）。 

 

 出来る限りの資料は揃えさせていただくが、一番メインである場所は、なかなか

お示しすることができない。 

 もし、再編をするなら、新しい学校をつくるのであれば、「このような条件の下

での場所」ということを、まずはご議論いただきたい。場所を提示するとなれば、

いろんな問題が出てくるので、その点はご了解願いたい。 

 副案や人口推計等については、資料としてご提示させていただきながら、会長、

副会長ということもあるが、まだ、全員の方からご意見もいただいていないという

こともある。いろんなお気持ち等をお持ちだと思うので、次回は、そういったこと

もお聞きしながら、議論を進めていきたい。 

次回の日程については、１月２８日（火）と次第に記載しているが、時期も含め

て改めてご案内させていただきたい。 

 

 会議のスタートの時間であるが、当初は１９時であった。何人かの委員が他の会

の都合で１９時から参加できないということで、今回１９時３０分スタートとなっ

たが、次の会以降も１９時３０分が良いのか。１９時の方が良いか。挙手により諮

られたい。 

 

 委員からご提案があったので、挙手願う。 

１９時からが良いという委員の皆さま。（１１名挙手） 

１９時半からが良いという委員の皆さま。（挙手多数） 

１９時半からということで、決めさせていただいても良いか。 

 （－一同了承－） 

 

 

６． 閉 会  

 －岡崎学校教育部長 挨拶－  

 

 

 


